














































集 会」(1977-1995）?婦 人 教 育 施 設 セ ミ ナー」
































































































































































































































































































































































77 ?①⑩╱④8))12)╱ 9) 0.43 0.14
78 ?①①①⑩╱⑧╱ 9) 0.14 0.14
79 ?①?①⑩╱①6)12)╱⑧9) 0.3 0.1
80 ?①①⑩╱⑩12)╱⑦9) 0.25 0.13
81 ?②6)⑩╱⑦12)╱ 9)① 0.38 0.13
82 ?6)⑩╱⑦11)╱④① 0.29 0.14
83 ①④6)╱⑦?╱ 9)② 0.29 0.14
84 ①①12)⑩╱①①╱② 0.14 0
85 ①①??⑩╱ 6)①╱② 0.13 0
86 14)①╱ 6)╱ 9) 0.75 0
87 ?①╱⑦③╱??② 0 0.14
88 ①?⑩╱①④12)╱② 0.14 0
89 ①①⑩╱?5)12)╱② 0.29 0
90 ①①?⑩╱④8)╱② 0.14 0.14
91 ①④⑩╱ 6)12)╱ 9) 0.5 0
92 ①⑩╱④6)12)╱ 9)6) 0.57 0
93 ①5)╱①6)12)╱ 9) 0.67 0
94 ①?④⑩╱ 5)6)╱ 9) 0.43 0
95 ①①?╱ 5)5)?12)╱ 9) 0.5 0























































04 館長コース①①?⑩12)╱①6)⑦③?12)╱①5)① 0.29 0.07
╱日の区切り
①講演・講義（討議を伴う講義を含む) ②シンポジウム ③鼎談･パネルディスカッション ④事例研究・事例報告 5)演習・
ワークショップ 6)実技研修･実習 ⑦部会別研究･研修・分科会 8)部会別討論 9)分科会報告・全体討論 10)情報交換 11)
自由研究 12)交流・レクリエーション・リフレッシュタイム ?映画・ビデオ 14)提言・スピークアウト ?情報提供 ?事





























































































































































































































































































































































































































































































職員コース 99% 95% 98%

























































































参加動機 研修後満足度 2001年度 2002年度 2003年度
女性関連施設職員に
必要な知識技術
女性関連施設職員に
必要な知識技術
女性関連施設職員に
必要な知識技術
高順位 高順位
施設・職員の役割
全国の女性関連施設
とのネットワークづ
くり
―
全国の女性関連施設
とのネットワークづ
くり
― 施設・職員の役割
高順位 低順位
事業の企画運営に必
要な知識技術
女性情報の収集・活
用
―
ジェンダーに敏感な
視点
―
女性情報の収集・活
用
低順位 低順位
女性問題解決の取り
組みの理解
女性問題解決の取り
組みの理解
―
― 国の施策や考え方 ―
註）高順位：参加動機 ―参加動機として選択された割合の高い方から3位まで
研修後満足度―「そう思う」と「少しそう思う」を選択した人の割合の高い方から3位まで
低順位：参加動機 ―参加動機として選択された割合の低い方から3位まで
研修後満足度―「そう思う」と「少しそう思う」を選択した人の割合の低い方から3位まで
いう、養成されるべき2系統の力量形成の有効な
体系化
なお、本分析にあたっては、不可欠の前提として、
女性関連施設職員研修プログラムの背景にある国の女
性教育・男女共同参画社会形成政策の整理、およびそ
れらのNWECの事業への影響の整理分析を行った。
紙数の制約でここに収録できなかったそれら知見は別
途発表する。
(内藤和美 ないとう・かずみ 群馬パース大学教授)
(三輪建二 みわ・けんじ お茶の水女子大学教授)
(尼川洋子 あまかわ・ようこ 国立女性教育会館客
員研究員)
(池田和嘉子 いけだ・わかこ 国立女性教育会館客
員研究員)
(小林千枝子 こばやし・ちえこ 国立女性教育会館
事業課主任専門職員)
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